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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 23,055 5.8 955 △16.7 840 △22.5 457 △30.0

22年3月期第3四半期 21,795 △10.2 1,148 24.9 1,084 45.0 653 273.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 25.98 ―

22年3月期第3四半期 37.12 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 33,600 12,048 30.4 580.23
22年3月期 32,600 12,056 31.6 584.39

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  10,213百万円 22年3月期  10,289百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
23年3月期 ― 5.00 ―

23年3月期 
（予想）

5.00 10.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 31,000 5.5 1,100 △22.4 1,000 △26.8 350 △53.5 19.88



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場
合があります。上記予想に関する事項につきましては、【添付資料】Ｐ．２「１．当四半期決算における定性的情報 （３）連結業績予想に関する定性的情報」
をご参照ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ．３「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q  17,710,000株 22年3月期  17,710,000株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  108,042株 22年3月期  103,538株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q  17,603,849株 22年3月期3Q  17,606,922株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日）におけるわが国経済は、一部持ち

直しの兆しが見え出したものの、長引く円高やデフレの進行、欧米の財政不安などにより、景気先行きが不透明な

まま推移しました。 

こうした経営環境のもと、当社グループは、化学品事業、化粧品事業ともに積極的な営業活動を推進した結果、

売上高は230億５千５百万円（前年同期比5.8％増）、営業利益は９億５千５百万円（同16.7％減）、経常利益は８

億４千万円（同22.5％減）、四半期純利益は４億５千７百万円（同30.0％減）となりました。 

化学品事業は、エコカー補助金の終了により自動車産業関連分野で影響があったものの、中国をはじめとする新

興国での経済成長に牽引されて事業拡大を図った結果、売上高は184億１百万円、セグメント利益は11億３千５百

万円となりました。 

化粧品事業は、前期に国内連結子会社において好調であった新型インフルエンザ対応の医薬部外品の販売がなく

なったことによる影響や、美容業界が依然として厳しい状況の中、主力のデミコスメティクスにおける新システム

トリートメント剤やスタイリング剤等の拡販や新ブランド「イーラル」の積極的な事業展開を進め、美容業界向け

製品が好調に推移した結果、売上高は44億２千１百万円、セグメント利益は９億３百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、10億円増加し、336億円となりました。受

取手形及び売掛金の増加、たな卸資産の増加及び有形固定資産の増加等により、総資産は増加しました。 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ、10億８百万円増加し、215億５千２百万円となりました。主な要因

は、支払手形及び買掛金の増加、短期借入金の増加及び長期借入金の減少であります。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ、８百万円減少し、120億４千８百万円となりました。利益剰余金

の増加、少数株主持分の増加及び為替換算調整勘定の減少が主な要因であります。 

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の31.6%から30.4%となりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会

計年度末に比べ、９億８百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末には26億１千４百万円となりました。 

当第３四半期連結累計期間における「営業活動によるキャッシュ・フロー」は３億９千万円の支出となりまし

た。これは主に、税金等調整前四半期純利益７億４千９百万円、減価償却費７億７千１百万円を計上したことに加

え、仕入債務の増加に伴う増加５億７百万円がありましたが、売上債権の増加に伴う減少８億９千１百万円、たな

卸資産の増加に伴う減少５億７千１百万円、法人税等の支払３億５千８百万円等があったことによるものです。 

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は13億８百万円の支出となりました。これは主に、有形固定資産の取得

によるものです。 

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は８億９千３百万円の収入となりました。これは主に、借入金の増加と

配当金の支払によるものです。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年５月13日に公表しました連結業績予想から修正は行っておりません。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変動がないと認め

られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の

実地棚卸高を基礎として、合理的な方法により算出する方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算出する方法に

よっております。 

④繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングを利用する方法によっており、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化がある

か、または、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度において使用した将

来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっており

ます。 

２．特有の会計処理 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用す

る方法によっております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．会計処理の原則・手続の変更 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 これによる影響はありません。 

②企業結合に関する会計基準等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計

基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表

分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成

20年12月26日）を適用しております。 

２．表示方法の変更 

四半期連結損益計算書 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,787,727 3,826,930

受取手形及び売掛金 7,879,152 7,186,877

商品及び製品 2,307,793 2,129,675

仕掛品 309,506 378,667

原材料及び貯蔵品 2,301,059 1,958,756

その他 1,057,517 760,734

貸倒引当金 △80,417 △82,740

流動資産合計 16,562,340 16,158,900

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,474,474 4,555,233

機械装置及び運搬具（純額） 2,393,416 1,205,006

土地 6,127,632 6,239,272

その他（純額） 459,782 1,974,391

有形固定資産合計 14,455,305 13,973,904

無形固定資産   

のれん 4,443 －

その他 432,145 419,407

無形固定資産合計 436,588 419,407

投資その他の資産 2,146,727 2,048,676

固定資産合計 17,038,622 16,441,988

資産合計 33,600,962 32,600,888
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,917,283 3,515,886

短期借入金 8,326,314 5,581,245

未払法人税等 119,063 273,684

賞与引当金 232,000 458,000

その他 1,965,316 2,102,650

流動負債合計 14,559,977 11,931,467

固定負債   

長期借入金 3,908,298 5,495,063

退職給付引当金 2,276,174 2,321,819

役員退職慰労引当金 － 169,940

負ののれん － 20,313

その他 808,057 605,758

固定負債合計 6,992,530 8,612,894

負債合計 21,552,507 20,544,362

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,898,545 2,898,545

資本剰余金 3,040,168 3,040,167

利益剰余金 6,373,952 6,180,665

自己株式 △44,699 △42,872

株主資本合計 12,267,966 12,076,506

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 63,136 67,416

為替換算調整勘定 △2,117,987 △1,854,891

評価・換算差額等合計 △2,054,851 △1,787,475

少数株主持分 1,835,340 1,767,495

純資産合計 12,048,455 12,056,526

負債純資産合計 33,600,962 32,600,888
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（２）四半期連結損益計算書 
 （第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 21,795,206 23,055,725

売上原価 14,434,469 15,412,888

売上総利益 7,360,736 7,642,836

販売費及び一般管理費 6,212,487 6,686,913

営業利益 1,148,248 955,922

営業外収益   

受取利息 8,459 9,863

受取配当金 14,358 19,805

負ののれん償却額 5,379 4,042

持分法による投資利益 50,003 90,388

助成金収入 48,711 －

その他 102,224 150,220

営業外収益合計 229,137 274,320

営業外費用   

支払利息 133,286 119,203

為替差損 63,444 172,634

その他 96,050 98,227

営業外費用合計 292,781 390,065

経常利益 1,084,604 840,176

特別利益   

固定資産売却益 4,977 61,027

投資有価証券売却益 14,963 －

特別利益合計 19,940 61,027

特別損失   

固定資産除却損 1,895 55,851

固定資産売却損 3,701 43,179

投資有価証券評価損 1,960 11,436

出資金評価損 － 4,921

減損損失 － 36,588

特別損失合計 7,557 151,977

税金等調整前四半期純利益 1,096,988 749,225

法人税等 309,610 154,182

少数株主損益調整前四半期純利益 － 595,043

少数株主利益 133,780 137,679

四半期純利益 653,597 457,363
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,096,988 749,225

減価償却費 744,954 771,158

減損損失 － 36,588

負ののれん償却額 △5,379 △4,042

投資有価証券評価損益（△は益） 1,960 11,436

出資金評価損 － 4,921

退職給付引当金の増減額（△は減少） 34,973 △44,993

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △43,470 △169,940

賞与引当金の増減額（△は減少） △117,950 △226,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △814 5,977

受取利息及び受取配当金 △22,818 △29,668

支払利息 133,286 119,203

為替差損益（△は益） △18,220 60,472

持分法による投資損益（△は益） △50,003 △90,388

固定資産処分損益（△は益） 619 38,004

投資有価証券売却損益（△は益） △14,963 －

売上債権の増減額（△は増加） △1,480,204 △891,696

たな卸資産の増減額（△は増加） 403,321 △571,220

仕入債務の増減額（△は減少） 1,604,398 507,892

未払消費税等の増減額（△は減少） 43,116 △78,776

その他 △6,418 △221,168

小計 2,303,375 △23,013

利息及び配当金の受取額 55,419 104,489

利息の支払額 △133,499 △112,963

法人税等の支払額 △149,896 △358,686

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,075,398 △390,174

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △178,239 △66,211

定期預金の払戻による収入 178,118 170,912

有形固定資産の取得による支出 △460,439 △1,474,387

有形固定資産の売却による収入 27,304 164,522

投資有価証券の取得による支出 △20,363 △40,442

投資有価証券の売却による収入 20,330 50

その他 35,141 △63,066

投資活動によるキャッシュ・フロー △398,147 △1,308,622
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 29,718,120 28,402,547

短期借入金の返済による支出 △30,910,004 △27,880,984

長期借入れによる収入 1,488,150 1,650,000

長期借入金の返済による支出 △1,707,289 △950,724

配当金の支払額 △238 △263,893

少数株主への配当金の支払額 △60,163 △61,431

自己株式の売却による収入 － 25

自己株式の取得による支出 △206 △1,852

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,471,632 893,685

現金及び現金同等物に係る換算差額 11,552 △103,286

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 217,171 △908,397

現金及び現金同等物の期首残高 2,870,137 3,522,627

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,087,309 2,614,230
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 該当事項はありません。  

  

  

ａ．事業の種類別セグメント情報 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

  

ｂ．所在地別セグメント情報 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

  

ｃ．海外売上高 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

工業用薬剤

関連事業 

（千円） 

化粧品 

関連事業 

（千円） 

その他事業

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は 

全社 

（千円） 

連結 

（千円） 

 売上高 

  (1）外部顧客に対する売上高 

  (2）セグメント間の内部売上高 

      又は振替高 

16,855,705

10,688

4,501,439

－

438,060

18,321

 
 
 
 

21,795,206

29,010

 
 
 

(29,010) 

－ 21,795,206

－

計 16,866,394 4,501,439 456,381  21,824,216 (29,010) 21,795,206

営業利益又は営業損失（△） 1,207,696 767,245 △5,553  1,969,387 (821,139) 1,148,248

  
日本 

（千円） 

東南アジア

（千円） 

北米 

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は 

全社 

（千円） 

連結 

（千円） 

 売上高 

  (1）外部顧客に対する売上高 

  (2）セグメント間の内部売上高 

    又は振替高 

14,511,304

2,494,219

6,565,475

259,952

718,426

88,976

 
 
 
 

21,795,206

2,843,148

 
 
 

(2,843,148) 

－ 21,795,206

－

計 17,005,523 6,825,427 807,403  24,638,354 (2,843,148) 21,795,206

営業利益又は営業損失（△） 1,367,636 606,714 △98  1,974,251  (826,002) 1,148,248

  東南アジア 北米 その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（千円） 6,928,133 725,926  536,715 8,190,775

Ⅱ 連結売上高（千円） － －  － 21,795,206

Ⅲ 連結売上高に占める 

  海外売上高の割合（％） 
31.8 3.3  2.5 37.6
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１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、本社に製品・サービス別に化学品部門と化粧品部門を置き、各部門は、取り扱う製品・サービスについ

て国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

したがって、当社は、「化学品事業」及び「化粧品事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「化学品事業」は、繊維加工用薬剤、紙パルプ加工用薬剤、金属加工用薬剤、その他化学品及び業務用洗剤等の

生産・販売を行っており、「化粧品事業」は、シャンプー、コンディショナー等のヘアケア製品 、ヘアカラー、

スタイリング剤、パーマ剤等の生産・販売を行っております。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

（単位：千円）

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医薬品事業等であります。  

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

  （差異調整に関する事項）  

                            （単位：千円） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。  

  

  

  
報告セグメント  その他 

（注） 
合計 

化学品 化粧品  計  

 売上高 

 外部顧客への売上高  18,401,760 4,421,359 22,823,119

 

 232,605 23,055,725

 セグメント間の内部売上高 

 又は振替高 
8,642 － 8,642  14,938 23,581

計 18,410,402 4,421,359 22,831,762  247,544 23,079,306

 セグメント利益又は損失（△） 1,135,777 903,193 2,038,970  △25,286 2,013,683

利益 金額 

 報告セグメント  2,038,970

 「その他」の区分の利益 △25,286

 セグメント間取引消去 15,811

 のれんの償却額 1,513

 全社費用（注）   △1,075,086

 四半期連結損益計算書の営業利益   955,922

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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